
１ 現状

県内の保育施設等は、令和６年度に、県が把握したところによると、国が定める配置基準
は満たしているものの、 休暇を取得しやすい環境の整備や保育の質の向上という観点から
は、回答した584施設中、207施設で570人の保育士等が不足している状況にあった。

２ 主な取組内容

⑴ 保育士・保育所支援センターによる就職あっせん

潜在保育士（保育士資格を有しながら、保育所等に勤務していない者）や保育士を目指す方な
どへの相談に応じ、保育所等への就職あっせんを行う保育士・保育所支援センターを平成28年度
から運営している。
令和７年度からは、子ども・若者プロジェクト事業として位置付け、体制整備（１人→４人体

制）や機能強化（放課後児童クラブを対象に追加）を図っている。

実績 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

マッチング数（人） 10 ９ ８ ６ 93

Ⅰ 保育人材の確保について

【参考】本県における保育士数と有効求人倍率
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

保育士数（人）※1 6,511 6,320 6,383 6,140 6,059

有効求人倍率 ※2
保育士 2.64 2.10 2.43 2.53 2.72

職業計 1.51 1.55 1.43 1.38 1.22

※1 ３月１日現在の保育所等で従事する保育士数（常勤換算） ※2 １月現在の率

報告事項２



⑵ 保育士修学資金等の貸付け

平成28年度から、宮崎県社会福祉協議会が実施主体となって、保育士資格を取得するた
めの学費等の貸付け（返還免除規定あり）を実施している。貸付の財源は、国9／10、
県1／10で全額補助である。
また、令和７年度からは、貸付対象となる者の家計基準や、以下③の保育士就職準備金

のみでの貸付を認めるといった貸付要件の緩和を行った。

実績 令和５年度 令和６年度 令和７年度

訪問施設数（延べ、回） 53回 105回 131回

研修実施回数 67回 73回 67回

Ⅰ 保育人材の確保について

⑶ 幼児教育センターによる支援

令和５年度から幼児教育センターをこども政策局内に設置しており、保育士をはじめと
した職員の離職防止などのため、スーパーバイザーによる保育所等への訪問など個別支援
を実施するほか、施設長等に対し、相談支援及び労務管理に関する研修等を実施している。

（単位：件）
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実績 対象者 内容 返還免除規定
令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

令和６
年度

令和７
年度

①保育士修学資金の貸付け
指定保育士
養成施設に
在学する者

･学費月５万円以内

･入学・就職準備金各
20万円以内

県内の保育所等に５年間
以上勤務など

106 108 84 105 115

②保育料の一部貸付け
潜在保育士

月２万７千円以内 県内の保育所等に再就職
後２年間以上勤務など

43 42 38 20 41

③保育士就職準備金の貸付け 20万円以内 23 11 25 16 9



Ⅱ 保育士資格所得までの流れ
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高 等 学 校

進学進学等 就職

【 ルート① 】

指定保育士養成施設

（２～４年）

卒業

【 ルート② 】

指定保育士養成施設
以外の学校

※学科不問

【 ルート③ 】

児童福祉施設等での勤務
（保育補助・子育て支援員等）

実務経験
２年以上2,800時間以上

受験

保育士試験

地域限定保育士登録

(※3年間は県内限定 → 4年

目全国解禁)

↓ 全科目合格

↓ 全科目合格/講習修了

合格

保 育 士 資 格（全国で登録可能）

県内の指定保育士養成施設

・南九州大学

・宮崎学園短期大学

・宮崎国際大学

・ケアネクストカレッジ

※最終学歴が中学卒業でも、所定
の条件を満たせば受験可能
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※保育士資格取得のための職
業訓練コース(２年)を受講
した場合、職業訓練生とし
て指定保育士養成施設へ入
校可能。

筆記(８科目) ＋ 実技試験(2分野)

大学
短期
大学

専門
学校

大学
短期
大学

専門
学校

※全国共有、年２回実施

※実技試験は、下記分野から選択

① 音楽技術（弾き歌い）

② 造形技術（絵画）

③ 言語技術（お話）

子育て支援員の資質
及び人員の確保を図
るため「子育て支援
員研修」を実施
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【参考：こども家庭庁資料】
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